
45

の
卓
越
し
た
識
見
に
よ
り
本
町
自
治
の
進

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
社
会
功
労
賞
】

髙 

橋 

行 

夫
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
２
年
10
月
29
日
生

　

昭
和
59
年
に
鹿
追
町
郷
土
史
研
究
会
初

代
会
長
に
就
任
以
来
、
24
年
の
永
き
に
わ

た
り
郷
土
資
料
の
記
録
、
収
集
に
ご
尽
力

さ
れ
、
さ
ら
に
鹿
追
町
史
（
70
年
史
）
の

執
筆
者
と
し
て
編
纂さ

ん

作
業
に
あ
た
ら
れ
、

文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
２
年
に
ク
テ
ク
ウ
シ
ゆ
う
ほ
村
初
代

事
務
局
長
と
し
て
就
任
以
来
、
現
在
に
至

る
ま
で
会
を
ま
と
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
先
駆
者
と
し
て
環
境
美
化
活
動
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

常 

清 

正 

廣

昭
和
25
年
４
月
18
日

　

昭
和
55
年
に
鹿
追
消
防
団
に
入
団
以

来
、
28
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
常
に
第
一

線
に
立
ち
、
身
の
危
険
を
も
顧
み
ず
勇
猛

果
敢
な
行
動
で
被
害
の
軽
減
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

【
顕
彰
】

上
原 

志
津
佳

平
成
５
年
11
月
12
日
生

　

平
成
24
年
１
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開

催
さ
れ
た
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
第
１
回

冬
季
大
会
に
お
い
て
、
本
町
初
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
と
し
て
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
女
子

二
人
乗
り
競
技
に
出
場
さ
れ
８
位
の
成
績

を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
感
謝
状
】

東
原 

誠
太
郎

　

地
域
福
祉
基
金
に
多
額
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

鹿
追
貨
物
自
動
車
（
株
）

代
表
取
締
役
　
市 

川 

政 

道

　

地
域
福
祉
基
金
に
多
額
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

清 

水 

孝 

司

　

地
域
福
祉
の
基
金
に
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

土 

井 

清 

夫

　

町
づ
く
り
基
金
に
多
額
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
叙
勲
・
各
大
臣
表
彰
受
賞
者
紹
介
】

◇
旭
日
単
光
章

松 

本 

健 

次

　

昭
和
58
年
５
月
に
鹿
追
町
監
査
委
員
に

就
任
以
来
、
５
期
20
年
の
永
き
に
わ
た
り

豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
て

健
全
な
町
の
行
財
政
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

（
平
成
23
年
11
月
３
日
受
賞
）

◇
瑞
宝
単
光
章

下 

川 

勝 

治

　

昭
和
23
年
以
来
、
国
や
道
が
実
施
す
る

各
種
統
計
調
査
の
調
査
員
と
し
て
60
年
以

上
の
永
き
に
わ
た
り
円
滑
・
迅
速
・
正
確

な
調
査
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
23
年
４
月
29
日
受
賞
）

石 

田 

武 

則

　

昭
和
41
年
３
月
に
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊

以
来
、
平
成
16
年
８
月
に
退
官
さ
れ
る
ま

で
国
土
防
衛
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
、
ま

た
災
害
救
助
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
業
務

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
23
年
11
月
３
日
受
賞
）

◇
総
務
大
臣
表
彰

坂
上 

隆
太
郎

　

永
き
に
わ
た
り
鹿
追
町
公
平
委
員
並
び

に
北
十
勝
消
防
事
務
組
合
公
平
委
員
と
し

て
、
公
正
な
人
事
行
政
の
確
立
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。（

平
成
23
年
10
月
28
日
受
賞
）

　

4
月
1
日
、「
鹿
追
町
開
町
92
年
記
念

式
典
」（
町
主
催
）
が
町
民
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
開
拓
者
と
東
日
本
大
震
災
の

被
害
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
𠮷

田
弘
志
町
長
が
「
先
輩
諸
氏
の
ご
尽
力
に

よ
り
今
日
の
輝
か
し
い
鹿
追
町
の
礎
を
築

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
町
民
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
」
と
式
辞
。
続

い
て
、
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
自
治
・

社
会
の
各
功
労
賞
の
ほ
か
顕
彰
、
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
計
64
の
個
人
・

団
体
に
対
し
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
埴
渕
賢
治
町
議
会
議
長
と
原
口

義
寛
陸
上
自
衛
隊
鹿
追
駐
屯
地
司
令
に
よ

る
祝
辞
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
自

治
功
労
賞
受
賞
の
堀
川
昌
廣
さ
ん
が
「
こ

の
大
き
な
賞
は
私
一
人
の
も
の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
地
域
の
方
々
、
町
民
の
方
々
、

諸
先
輩
な
ど
多
く
の
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
鹿
追
町
の
発
展
の
た
め

に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
お
礼
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
賞
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
自
治
功
労
賞
】

堀 

川 

昌 

廣

昭
和
10
年
６
月
12
日
生 

　

平
成
３
年
５
月
に
地
域
住
民
の
衆
望
を

担
っ
て
鹿
追
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、

平
成
23
年
４
月
ま
で
連
続
５
期
20
年
の
永

き
に
わ
た
り
町
政
に
参
画
さ
れ
、
こ
の
間
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
さ
ら
に
は
平
成

15
年
５
月
か
ら
副
議
長
を
、
平
成
19
年
５

月
か
ら
４
年
間
議
長
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
そ
の
卓
越
し
た
識
見
に
よ
り
本
町
自

治
の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

葛 

原
　  

昇
　

昭
和
13
年
９
月
10
日
生

　

平
成
７
年
５
月
に
地
域
住
民
の
衆
望
を

担
っ
て
鹿
追
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、

平
成
23
年
４
月
ま
で
連
続
４
期
16
年
の
永

き
に
わ
た
り
町
政
に
参
画
さ
れ
、
こ
の
間
、

監
査
委
員
さ
ら
に
は
平
成
19
年
５
月
か
ら

４
年
間
副
議
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
そ

謝辞を述べる堀川昌廣さん

（
右
）
町
づ
く
り
貢
献
受
章

鹿
追
町
開
町
92
年
記
念
式
典

町
づ
く
り
へ
の
功
績
を
た
た
え
て


